
 

 

令和８年９月１日 

１４３０～１４４５ 

空幕長記者会見 

 

１ 発表事項等 

  ９月１４日から９月２０日までの間、日本、フランスの２か国で実施する日仏共

同訓練のためフランス航空宇宙軍の戦闘機等が百里基地に飛来します。本訓練は、

日仏２か国の空軍種で実施する共同訓練としては３回目の訓練となります。訓練

を通じまして、２か国間の相互理解の深化、部隊の戦術技量の向上、相互運用性

の強化が期待できるものと考えております。共通の価値と原則を共有する日本と

フランスは、特別なパートナーとして、防衛協力・交流を着実に深化させてまい

りました。安全保障環境が一層厳しさを増す中、本訓練は、「欧州大西洋とイン

ド太平洋の安全保障は一体不可分である」との認識の下、日仏空軍種が具体的な

協力を通じて連携を強化する取組であります。航空自衛隊は、本訓練を通じてフ

ランス航空宇宙軍との防衛協力・交流を一層強化し、地域の平和と安定に向けた

取組を推進してまいります。 

 

２ 質疑応答 

Ｑ 冒頭でご発言がありました、日仏共同訓練について、訓練を実施することになっ

た経緯と百里基地で実施する理由についてお聞かせください。 

Ａ 近年、ヨーロッパ各国は戦闘機や艦艇等の派遣を通じて、インド太平洋地域への

関与を着実に強化してきております。この度、フランス航空宇宙軍が戦闘機、空

中給油機及び輸送機を日本へ展開する機会を捉えまして、航空自衛隊は、フラン

ス航空宇宙軍との相互理解の深化、部隊の戦術技量の向上及び相互運用性の強化

を図るべく、本訓練を計画することといたしました。２つ目の実施基地の選定理

由といたしましては、航空自衛隊の各基地における訓練等のスケジュールや、フ

ランス航空宇宙軍を円滑に受け入れるための受け入れ能力等を踏まえまして、同

空軍と調整を行い、総合的に検討した結果、百里基地において共同訓練を実施す

ることとした次第であります。 

Ｑ 昨日発表されました来年度概算要求について伺います。その中で、弾薬の確保と

いう概算要求資料の２７ページにあったんですけども、ＡＳＭ－３改について今

回初めて、対空、空に対する対空という用途が明記されました。これまでＡＳＭ

－３系列は対艦ミサイルとして整備されてきたと認識しておりますが、空自とし

てなぜ今ＡＳＭ－３改に対空能力が必要だと考えているのでしょうか。また、こ

の対空は、戦闘機との空対空戦闘というよりも、早期警戒管制機や空中給油機な



 

 

ど、相手の航空作戦を支える高価値航空目標への対処を念頭に置いたものになる

のでしょうか。差し支えない範囲で運用上の狙いを教えてください。 

Ａ ただ今御質問がありましたとおり、ＡＳＭ－３改につきましては、これまで我が

国の戦闘機の残存性を確保しつつ、戦闘艦艇等に対しまして、脅威圏外から有効

に攻撃するため、超音速飛翔により高い残存性を有する空対艦誘導弾であるＡＳ

Ｍ－３の射程延伸を図った新たな空対艦誘導弾として、令和２年度から開発を行

ってきたところであります。また、今般、企業との調整によりまして、プログラ

ム改修によりまして、ＡＳＭ－３改の長い射程を生かしつつ、空対空ミサイルと

して使用することが可能となることを確認いたしました。このため、令和９年度

概算要求においては、ＡＳＭ－３改を空対空ミサイルとしての機能を付加しつつ

取得するための経費について、事項要求したところであります。ご質問のなぜ今

といったところになるんですが、細部については申し上げられませんが、一般論

といたしまして、近年、ＡＡＭ、空対空ミサイルの射程は非常に伸びてきている

状況であります。そのため、相互、彼我の関係からいって、より長射程のミサイ

ルが必要だと判断をしたところであります。運用の詳細に関しては、我が方の手

の内を明らかにするといったところになりますので、回答を控えさせていただき

たいと思います。 

Ｑ 空幕長、なかなかおっしゃられにくいと思うので、一般に近年、中国軍が早期警

戒管制機とか空中給油機などを含めて、より遠方で継続的に航空作戦を行う能力

を強化しています。そのため、今回のＡＳＭ－３改の対空能力付与は、こうした

相手方の航空作戦を支える目や航空支援の機能を遠方から無力化するための必要

性があるんじゃないかと、狙いがあるんじゃないかっていうように、すでに海外

のメディアは書いてるんですけども、どうでしょうか。 

Ａ 私の口からですね、どの国やどの地域がどうだといったようなところについては

申し上げにくいところでありますが、様々な要素が含まれていると思います。そ

の要素については、一般論としては否定をするところではございません。ただ、

繰り返しになりますが、詳細については我が方の手の内をさらすことになりかね

ませんので、私の方から詳細については回答を控えさせていただきたいと思いま

す。 

Ｑ もう一つ、今、空自関連で話題になっていることが、概算要求の中で、対レーダ

ーミサイル、アーガム、ＡＡＲＧＭ－ＥＲの取得要求についてです。これは相手

のレーダーが発する電波を捉え、レーダーや地対空ミサイルなどの防空システム

を攻撃するミサイルとされています。航空自衛隊が今回このミサイルの取得を求

めた狙いは何でしょうか。また、相手の防空網を一時的に機能を低くするＳＥＡ

Ｄ、敵防空網制圧や防空システムそのものを破壊するＤＥＡＤ、敵防空網破壊の



 

 

能力を今後の航空作戦で、空自はこれまで以上に重視していくということでしょ

うか。 

Ａ ご質問のありました、ＡＡＲＧＭ－ＥＲ、概算要求パンフレットでは、２７ペー

ジに記載されているものであります。これにつきましては、Ｆ－３５Ａ、そして

Ｆ－３５Ｂに搭載可能な、相手艦艇の防空能力の減殺を可能とする、超音速の空

発型対レーダーミサイルであります。対艦攻撃を効果的に実施することに資する

アセットとなります。今回は、令和９年度概算要求におきましては、このＡＡＲ

ＧＭ－ＥＲを取得するための経費について事項要求としているところであります。

ご質問のどういった場面で、どのようなというようなところについては、繰り返

しになりますが、具体的な運用に係る事項であるため、私の方から詳細について

は回答を差し控えさせていただきたいと思います。 

Ｑ 最後にまとめて伺いたいんですけども、このＡＳＭ－３改の対空能力とそのアー

ガムＥＲを含めて合わせてみると、その相手の早期警戒能力と地上の相手の防空

網の双方に対処して航空優勢を確保する能力を空自は強化する方向に見えるんで

すけども、空自の航空作戦の考え方に、そのものがちょっと変わりつつあるんで

しょうか。これまでなかったものがね、二つともその取得するってことですから。 

Ａ 航空自衛隊の航空作戦に関する考え方そのものが変わってきているかというふう

にご質問されましたが、今、現在、新たな戦い方といったところが非常にクロー

ズアップされています。我々としてはこの新たな戦い方も踏まえて、我々として

何ができるのかということを真剣に考えて、様々な検討を行いつつ、引き続きで

すね、この防衛力整備の方に活かしていきたいと考えております。具体的なとこ

ろについては、これ以上申し上げにくいところでありますので、大変申し訳ござ

いません。 

Ｑ 概算要求についてお尋ねします。今年の概算要求の中で宇宙領域における能力強

化について様々な項目が挙げられていたと思うのですけれども、これまでの会見

でもお答えいただいているかと思うのですけれども、今年度中の航空宇宙自衛隊

への改編を控える中で、改めて宇宙領域での活動における意義についてお聞かせ

ください。 

Ａ ご指摘のように、今年度中に航空宇宙自衛隊への改編を予定をしているところで

あります。宇宙領域が作戦行動を行う領域となった今、空及び宇宙の領域におい

て国民の命と平和な暮らし、我が国の領土、領海、領空を守るという使命を果た

すべく、この航空宇宙自衛隊の名に相応しい組織として、更なる能力の強化に努

めてまいりたいと思っております。この宇宙につきましては、いかなる状況にお

いても宇宙空間の安定的利用を確保することを、我々防衛省・自衛隊は目指して

いきたいと思っております。このため、令和２年度以降の宇宙作戦隊の新編以降、



 

 

累次にわたり増員を続けておりまして、今年度末に宇宙作戦集団を新編すること

になります。こうした取り組みをしまして、宇宙は単に監視活動の対象ではなく

て、作戦行動を行う領域ということになりまして、先ほど申し上げたとおり、航

空宇宙自衛隊にするといったところになります。厳しい安全保障環境の中、宇宙

空間の安定的利用を確保するとの我が国の決意を引き続き内外に示して、我が国

の抑止力・対処力を向上させていきたいと考えております。 

Ｑ ８月に発生した那覇基地でのＦ－１５の事故に関して調査の進捗はいかがでしょ

うか。 

Ａ 現在も事故調査中であります。現時点で、前回も申し上げたとおりではあるので

すが、公表時期を含めて何ら確定的に申し上げられる段階にはないといったとこ

ろであります。併せまして、可能な限り速やかに調査を進めてまいりたいと考え

ております。 

  

（以上） 

【定例記者会見動画】https://youtu.be/gnA36_kqzF8?si=kPilPyFsp649Ogw9 

https://youtu.be/gnA36_kqzF8?si=kPilPyFsp649Ogw9

